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北
海
道
地
方
炭
鉱
の
開
発
と
展
開
概
況

(要
覧
及
び
覚
書
)

一
、
開
坑
沿
革

・
鉱
業
権
者
篇

因

左

合

藤

三

郎

目

次

は
じ
め
に

日
利
用
文
献
に
つ
い
て

口
整
理
方
法
の
骨
子

(以
上
、
四
号
)

↓
、
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
開
発
沿
革
大
要

日
沿
革
の
大
要

口
出
炭
高
の
推
移

口
鉱
区
件
数
及
び
平
均
面
積

四
稼
行
炭
砿
数

圃
指
標
の
集
約

(以
上
、
五
号
)

二
、
開
坑
、
沿
革
概
況

日
開
坑
時
期
別
分
布

口
開
坑
の
炭
田
別
分
布

口
稼
行
炭
砿
数

四
開
坑
沿
革
の
タ
イ
プ

(以
上
、
六
号
)

三
、
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
概
況

日
鉱
業
権
者
数

口
居
住
地
細
別

口
鉱
業
権
者
の
炭
田
別
進
出
状
況

四
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
構
成
の

一
斑

(以
上
、
七
号
)

四
、
大
資
本
の
重
要
炭
砿
占
有
化
概
況

日
出
炭
高
別
構
成
に
占
め
る
財
閥
系
の
比
重

日
時
期
別
に
見
た
炭
砿
開
坑
経
営
者
の
種
別
構
成
概
況

(以
上
、
九
号
)

五
、
北
海
道
に
お
け
る
炭
田
開
発
の
進
展
概
勢

(
以
下
本
号
)

日
北
海
道
主
要
炭
田
の
開
発
進
展
概
勢

口
河
川
舟
運
に
関
す
る
特
徴

口
三
大
財
閥
系
炭
砿
分
布
概
勢

附

一
、
地
元
炭
砿
大
資
本
の
不
成
立

附
二
、
送
炭
手
段
の
炭
田
別
概
況

五
、
北
海
道

に
お
け
る
炭
田
開
発

の
進
展
概
勢

「北
海
道
鉱
業
誌
」
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
北
海
道
地
方
諸
炭
砿
の
概
況
要
覧
資

料
、
並
び
に

「鉱

区

一
覧
」
を
主
と
し
た
鉱
業
権
者
、
鉱
区
に
関
す
る

一
覧
的
資
料

か
ら
、
各
炭
砿
の
開
坑

・
沿
革
と
主
と
し
て
大
正
期
ま
で
の
概
況
を
整
理
集
約
し
た

結
果
に
基
き
、
道
内
主
要
炭
田
の
開
発
、
炭
砿
の
開
坑

・
沿
革
、
鉱
業
権
者
の
概
況

な
ど
に
つ
い
て
垣
間
見
て
来
た
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
周
知
の
素
材
で
あ
り
、
ま
た
経
緯

や
そ
の
究
明
は
棚
上
げ
し
て
北
海
道
石
炭
鉱
業
沿
革
グ
ラ
フ
に
極
め
て
限
ら
れ
た
部

面
か
ら
ポ
イ
ン
ト
し
た
概
括
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
趨
勢
を

表
徴
す
る
要
素
の

一
、
二
を
見
て
ゆ
く
参
考

に
は
な
ろ
う
。

こ
こ
に
お

い
て
総
括
と
し
て
、
屋
上
屋
を
架
す
る
嫌

い
は
あ
る
が
、
次
の
三
項
に

つ
い
て
要
約
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

一
は
北
海
道
主
要
炭
田
の
開
発
進
展
概
勢
、

二
は
河
川
舟
運
に
関
す
る
特
徴
、
三
は
三
大
財
閥
系
炭
砿
分
布
概
況
で
あ
る
。

の
北
海
道
主
要
炭
田
の
開
発
進
展
概
勢

時
期
別
に
各
炭
田
の
開
発
区
域
と
そ
の
主
要
な
送
炭
手
段
と
の
関
連
を
表
29
に
概

括
的
に
示
し
た
。
こ
こ
で
送
炭
手
段
と

い
う
の
は
、
炭
砿
か
ら
積
出
港
も
し
く
は
道

内
主
要
市
場
ま
で
の
主
要
な
運
搬
手
段
を

い
う

に
止
ま
り
、
そ
れ
も
粗

っ
ぽ
く
概
略

し
た
に
す
ぎ
な

い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
な
お
、
大
正
期
に
お
け
る
各
炭
砿
の

送
炭
手
段
に

つ
い
て
の
炭
田
別
集
計
結
果
は
、
稿
末
に
附
記
す
る
。
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表
を

↓
見
し
て
分
る
よ
う
に
、
明
治
二
七
年
ま
で
の
第
-
期
に
開
発
せ
ら
れ
た
地

区
の
送
炭
手
段
は
鉄
道
と
河
湾
舟
運
と
に
二
大
別
せ
ら
れ
る
。
こ
の
大
勢
は
第
Ⅱ
期

ま
で
つ
づ
く
と
見
て
よ
い
。
石
狩
炭
田
は
鉄
道
、
釧
路
お
よ
び
茅
沼
両
炭
田
は
港
湾

・
河
川
舟
運
に
拠

っ
て
い
る
。
後
者

の
白
糠
、
茅
沼
両
炭
砿
は
周
知
の
よ
う
に
幕
末

に
逸
早
く
開
採
し
て
い
る
が
、
外
国
船
の
焚
料
炭
供
給
政
策
に
よ
る
開
坑
で
あ
る
。

釧
路
で
は
明
治
に
入

っ
て
か
ら
も
釧
路
港
お
よ
び
沿
岸
地
区
に
散
発
的
に
開
坑
が
見

ら
れ
る
が
、
釧
路
港
ま
で
主
と
し
て
沿
岸
或

は
河
川
舟
運
に
拠

っ
て
い
る
。

こ
れ
に

対
し
石
狩
炭
田
は
、
北
海
道
殖
産
興
業
政
策

の

一
で
あ
る
石
炭
鉱
業
開
発
計
画
に
よ

る
開
坑
を
基
と
し
、
道
央

に
位
置
す
る
関
係
上
運
炭
鉄
道
敷
設
計
画
が
そ
の
な
か
に

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
て
、
屯
田
兵
制
度
と
と
も

に
北
海
道
早
期
開
拓
政
策
の
基
幹
と
な

っ
て
い
る
。

一
セ

ッ
ト
と
し
て
炭
砿

・
鉱
区
と
鉄
道
と
が
官
業
か
ら
北
炭
に
払
下
げ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
石
狩
炭
田
の
開
発
は
第
Ⅱ
期
は
停
滞
化
す
る
。

こ
れ
は
北
炭
の

運
炭
鉄
道
独
占
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
ま
た
石
炭
市
場
の
狭
隆
も

一
因
で
あ

る
。
留
萌
炭
田
に
お

い
て
第
Ⅱ
期
に
大
和
田
地
区
に
斉
藤
、
金
喜
両
炭
砿

(後
の
大

和
田
炭
砿
)
が
開
坑
さ
れ
る
が
、
港
湾
最
寄

地
区
で
あ
り
立
地
条
件
に
お

い
て
釧
路

地
区
に
準
ず

る
わ
け
で
、
河
川
舟
運
を
主
と
し
て
い
る
。

鉄
道
国
有
化
後
に
当
る
第
Ⅲ
期
に
、
石
狩

炭
田
は
本
格
的
な
開
発
期
に
入
り
、
釧

路
炭
田
は
内
陸
部
の
開
発
に
着
手
せ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
鉄
道
の
開
通
に
前
後
し
て

沿
線
地
区
、
そ
の
奥
部
が
開
坑
せ
ら
れ
て
ゆ
く
趨
向
が
顯
著

と
な
る
。

こ
の
点
は
第

Ⅱ
期
ま
で
と
異
る
。

要
す
る
に
、
主
力
炭
田
の
初
発
中
心
炭
砿

か
ら
周
辺
地
区
、
次

い
で
外
縁
部

へ
と

展
開
し
、

こ
れ
が
鉄
路
の
開
通

・
伸
長
に
と
も
な

っ
て
同
様
の
展
開
を
見
せ
な
が
ら

進
ん
で
ゆ
く
。
第
Ⅳ
期
か
ら
第
V
期
に
は
未

開
発
地
方
の
北
方
炭
田
お
よ
び
劣
質
で

小
規
模
の
南
方
炭
田
へ
と
進
行
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
両
者
は
い
ず
れ
も
点
的
な
開

発
を
見
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

各
主
要
炭
田
に
お
け
る
開
発
展
開
の
概
勢
を
次
に
摘
記
す
る
。
石
狩
炭
田
に

つ
い

て
は
、
開
発
進
度
図

(図
15
)
を
参
考

に
附
掲
し
た
の
で
、
こ
れ
を
見
ら
れ
た
い
。

炭
砿
は
数
字
ま
た
は
○
を
冠
し
て
砿
名
を
記
し
た
。
数
字
1
～
9
は
開
坑
時
期
別
を

示
し
、
時
期
別
は
図
中

の

「記
号
」
の
通
り
で
あ
る
。
○
は
附
記
し
た
炭
砿
で
あ
る
。

●
は
鉄
道
駅
で
あ
り
、
鉄
道
線
ー
の
中
間
に
記
入
し
た
数
字
は
、
○
の
中

の
数
は
右

の
時
期
別
、
そ
の
次
の
数
字
は
年
月

で
あ
り
、
年
号
を
略
し
た
が
年
が
二
桁

は
明

治
、

一
桁

は
大
正
で
あ
る
。
(栗
山
か
ら
の
夕
張
鉄
道
は
二
桁
で
あ
る
が
大
正

で
あ
る
)。

開
発
が
同
時
期
の
も
の
は
点
で
囲
み
、
進
展
の
ベ
ク
ト
ル
を
矢
印
で
附
し
た
。
な
お
、

茅
沼
、
釧
路
、
天
塩

・
留
萌
各
炭
田
に

つ
い
て
の
同
図
は
略
し
た
。

一
、
石
狩
炭
田

夕
張
炭
田
は
、
北
海
道
で
最
初
に
敷
設
せ
ら
れ
た
幌
内
鉄
道

(幌
内
ま
で
と
、
そ

の
延
長
の
幾
春
別
ま
で
)
が
貫
く
三
笠
地
区
、
室
蘭
線
と
夕
張
と
を
結
ぶ
夕
張
線
の

沿
線
で
あ
る
夕
張
地
区
、

こ
の
両
地
区
に
比
し
て
二
期
遅
れ
て
第
W
期
早
々
に
開
通

し
た
万
字
線
が
走
る
美
流
渡
地
区
の
三
地
区
に
区
別
せ
ら
れ
る
。

ω
三
笠
地
区
は
、
幌
内
、
次

い
で
そ
の
上
流
の
幾
春
別
か
ら
奔
別

へ
と
展
開
し
て
ゆ

く

一
方
、
や
や
遅
れ
て
下
流

の
市
来
知
区
が
着
手
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
美
唄

・
峰

延
山
脈
を
越
え
て
空
知
炭
田
の
美
唄
地
区
に
進
向
す
る
。

囲
夕
張
地
区
は
、
夕
張
炭
砿
と
そ
の
入
口
周
辺
が
開
発
せ
ら
れ
て
か
ら
第
Ⅲ
期
に
は

一
は
奥
部
の
大
夕
張

へ
、

一
は
南
の
登
川
区

へ
と
夕
張
線

に
沿
う
て
進
み
、

こ
れ

は
さ
ら
に
南
進
し
て
穂
別

・
謄
振
地
区
に
向
う
。

⑥
美
流
渡
地
区
は
、
第
Ⅲ
期
早
々
に
開
坑
せ
ら
れ
た
万
字
区
と
、
岩
見
沢
に
近

い
幌

向
区
と
か
ら
、
万
字
線
が
開
通
す
る
大
正
三
年
以
後
中
間
の
美
流
渡
区
に
進
み
、

こ
れ
か
ら
ほ
ぼ
南
下
す
る
。

と

い
う
よ
う
に
、
鉄
道
沿
線
も
し
く
は
そ
の
奥
部
に
優
良
鉱
区
が
集
在
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
開
発
は
鉄
道
線
に
ほ
ぼ
同
調
し
て
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
に
比
し
て
空
知
炭
田
は
、
空
知
炭
砿
の
運
炭
鉄
道
を
兼
ね
た
幹
線
と
し
て
の

空
知
線
が
岩
見
沢
～
歌
志
内
間
に
開
通
し
て
も
、
(歌
志
内
～
砂
川
間
は
後
に
歌
志
内

線
、
岩
見
沢
～
砂
川
を
空
知
太

〈滝
川
〉
に
延
長
す
る
南
北
線
が
空
知
線
と
な
り
、

さ
ら
に
は
宗
谷
本
線
の

一
部
分
と
な
る
)、
南
部
の
美
唄
地
区
、
北
部

の
赤
平

・
芦
別
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図15石 狩炭田開発進度図
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地
区
の
開
発
は
二
期
遅
れ
、
前
者
は
専
用
私
鉄
、
後
者
は
下
富
良
野
線
の
開
通
を
侯

っ
て
本
格
化
す
る
の
で
あ
る
。

①
歌
志
内
地
区
は
、
第
-
期
に
開
坑
せ
ら
れ

る
空
知
炭
砿
を
軸
と
し
て
そ
の
周
辺
か

ら
歌
志
内
線
沿
線
を
砂
川
に
向

い
、
次

い
で
こ
れ
ら
の
外
縁
部
が
開
か
れ
る
。

②
美
唄
地
区
は
、
第
Ⅱ
期

に
空
知
線
沿
線
に
姑
息
的
な
開
採
を
特
例
的
に
見
る
が
、

本
格
的
な
開
発
は
第
Ⅲ
期
末
か
ら
で
あ

っ
て
、
大
正
三
年
に
美
唄
鉄
道
が
開
通
し

て
か
ら
で
あ
る
。

侶
赤
平

・
芦
別
地
区
も
、
第
Ⅲ
期
末
に
下
富
良
野
線
が
開
通
す
る
に
前
後
し
て
本
格

的
に
着
手
せ
ら
れ
、
鉄
道
に
沿

っ
て
富
良
野
方
面

へ
南
下
す
る
。

歌
志
内
地
区
以
外
の
開
発
が
鉄
道
の
開
通
を
侯

つ
こ
と
に
よ
り
遅
れ
た
こ
と
は
、

開
拓
使
以
来

の
炭
砿
開
発
政
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
夕
張
炭
田
で
は
官
業
払
下
げ

の
幌
内
、
幾
春
別
両
砿
の
ほ
か
夕
張
、
万
字

、
真
谷
地
と
開
坑
し
て
い
っ
て
、
空
知

炭
田
に
お

い
て
は
美
唄
鉱
区
を
放
棄
し
て
空

知
砿

の
み
に
集
中
し
た
北
炭
の
方
針
に

影
響
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
少
く
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
釧
路
炭
田

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
港
湾
に
近
接
し

て
石
炭
供
給

・
送
炭
に
便
利
な
地
点
と

し
て
白
糠
、
獺
津
内

(後
の
桂
恋
)
、春
採
な
ど
が
開
坑
せ
ら
れ
る
が
、
炭
質
の
劣
る

白
糠
は
幕
末
の

一
時
的
開
採
に
止
ま
り
、
獺

津
内
も
明
治
初
期
に
工
部
省
が
チ
ョ
ッ

と
手
を

つ
け
て
見
た
に
す
ぎ
ず
、
春
採
も
抵
当
流
れ
を
起
業
し
た
安
田
時
代
は
小
規

模
な
経
営
で
あ

っ
た
か
ら
、
釧
路
炭
田
の
開
発
は
む
し
ろ
第
Ⅱ
期
に
山
縣
勇
三
郎
等

が
基
礎
的
に
着
手
し
、
本
格
的
な
開
発
は
第

Ⅲ
期
か
ら
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
港
湾
最
寄
沿
岸
地
区
に
点
的
に
開
発

せ
ら
れ
て
か
ら
逐
次
内
陸
部
に
向

い
、

一
方
は
北
進
し
、
他
方
は
西
進
し
て
外
縁
地

区
に
進
む
。
こ
の
西
進
は
石
狩
炭
田
か

ら
の
南
進
と
相
侯

っ
て
十
勝

・
謄
振
地
方
の
小
炭
田
に
至
る
の
で
あ
る
。
白
糠
地
区

が
釧
路
地
区
よ
り

一
歩
遅
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
理
的
に
鉄
道
の
開
通
を
侯

つ
と
こ
ろ

が
大
き
か

っ
た
に
よ
る
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

釧
路
炭
田
は
大
資
本
の
進
出
が
遅
か

っ
た
。
道
外
の
大
資
本
は
ま
ず
有
利
な
石
狩

炭
田
を
主
眼
と
し
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
古
河
家
が
筑
豊

へ
進
出
す
る
前
後
に
浦
幌
地

区
な
ど
を
調
査
し
た
ら
し

い
が
、

つ
い
に
見
送

っ
て
い
る
。
従

っ
て
開
発
に
は
地
元

の
企
業
努
力
が
大
き
く
、
か
つ
ま
た
台
湾
鉱
業
界
の
雄
で
あ
る
木
村
久
太
郎
や
三
井

鉱
山
な
ど
の
進
出
も
地
元
有
力
者
た
ち
の
誘
致
政
策
に
負
う
と
こ
ろ
に
、
石
狩
炭
田

の
開
発
と
そ
の
基
調
を
異
に
し
て

い
る
。

三
、
留
萌

・
天
北
炭
田

留
萌
港
最
寄
り
の
大
和

田
炭
砿
が
第
Ⅱ
期
に
開
坑
せ
ら
れ
た
ほ
か
は
、
天
塩
港
、

羽
幌
の
最
寄
地
区
は

一
時
的
な
姑
息
採
掘
に
終

っ
て
い
て
、
留
萌
炭
田
の
開
発
は
第

Ⅳ
期
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後

の
主
力

と
な
る
雨
龍

・
小
平
蘂
地
区
に
お
け
る
浅

野

(雨
龍
)、
明
治
鉱
業

(明
治
昭
和
)
の
着
手
が
そ
う
で
あ
る
。

天
北
炭
田
は
留
萌
炭
田
よ
り
さ
ら
に
遅
れ
て
、
宗
谷
線
の
北
上
に
と
も
な

っ
て
お

り
、
そ
れ
も
な
お
点
的
な
開
発
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

右
は
北
海
道
主
要
炭
田
の
開
発
進
展
に
関
す
る
極
め
て
粗
雑
な
素
描
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
関
連
し
て
取
敢
ず
二
点
に
つ
い
て
次
に
若
干
ふ
れ
て
お
き
た

い
。

一
は
特
に

開
創
期
に
お
け
る
特
徴
で
あ

っ
て
、
前
に

一
言
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
筑
豊

の
遠

賀
川
本
支
流
に
相
当
す
る
石
狩
川
本
支
流
が
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
舟
運
を
送

炭
の
基
本
的
手
段
の

一
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

二
は
本
稿
が
取
上
げ
る
時
期
の
終
り
に
は
炭
砿
の
勢
力
分
布
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
た

か
、
特
に
三
大
財
閥
系
炭
砿
の
分
布
に
つ
い
て
要
約
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

口

河
川
舟
運
に
関
す
る
特
徴

筑
豊
炭
田
に
お
い
て
は
鉄
道
輸
送
に
切
替
え
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
急
減
し
は

じ
め
る
明
治
三
〇
年
代
ま
で
は
川
?

搬
送
が
送
炭
手
段
の
大
な
る
も
の
で
あ

っ
た

こ

と
は
余
り
に
有
名
で
あ
る
が
、
元
来
石
炭
企
業
開
発
の
後
発
で
あ
る
北
海
道
に
お
い

て
は
筑
豊
ほ
ど
に
は
河
川
舟
運
利
用
が
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
な

い
こ
と
は
肯
け
る
に
し

て
も
、
表
29
に
掲
げ
た
概
括
に
徴
し
て
も
開
創
期
か
ら
こ
の
事
例
が
少

い
こ
と
は
、

筑
豊
に
対
し
て
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
沿
革
に
お
け
る

一
の
特
徴
で
あ
る
。
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表29時 期別炭田開発地域と送炭主要手段

そ の 他天 北 炭 田釧 路 炭 田
石 狩 炭 田

空 知 炭 田夕 張 炭 田

△茅沼炭田△白糠

△釧路 ・厚 岸湾 問海1

岸附近i

●歌志内地区●幌内 ・幾春別地 区

●夕張地区第1期

▲留萌港最寄地区▲舌辛●同左

●同左

●前期炭砿附近

●既設鉄道線近接区

域

第Ⅱ期

前記奥地釧路海岸内陸地区●歌志内線沿線

陣 美唄地区

●夕張線沿線

●幌内 ・幾春別線中

間区域

第Ⅲ期

●穂別、謄振地 区●小平蘂地区●同前

●白糠、浦幌地 区

●砂 川、歌志内外縁

●芦別 、赤平地区

●美唄 周辺

第IV期

●天北炭田●阿寒地区●芦 別東 部、富良野

地 区

●幌内外縁、栗沢地

区第V期

備考:記 号 は次の通 り。 ●…鉄道 △…港湾沿 岸航送 ▲一河川航送 を主要 手段 とす る。

大
正
期
に
お
け
る
事
例
を
見
る
と
、
多
く
は
な

い
が
、
河
川
利
用
に
は
大
別
し
て

二
方
法
が
見
ら
れ
る
。

一
は
釧
路
炭
田
を
主
と
す
る
普
通
の
河
川
舟
運
で
あ
る
。
二

は
空
知
炭
田
を
主
と
す
る
河
川
横
断
の
た
め
の
舟
運
で
あ
る
。
大
正
七
年
の

「北
海

道
鉱
業
概
要
」。
同

一
三
年
、
昭
和
三
年
の

「北
海
道
鉱
業
誌
」
に
捺
り
舟
運
例
を
拾

う
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

A
、
河
川
舟
運

ω
流
下
…
…
幌
倉

(空
知
川
を
坑
所
-
下
富
良
野
線
幌
倉
駅
問
)、
別
保
、
昆
布
森

(釧
路
川
を
積
場
～
釧
路
間
、
発
動
機
船
使
用
)、
三
井
釧
路

(
釧
路
川
を
別

保
川
分
岐
点
～
釧
路
間
)

吻
横
断
…
…
豊
田
、
新
芦
別

(空
知
川
対
岸
の
貯
炭
場
間
)

B
、
沿
岸
舟
運

茅
沼
、
発
足

(岩
内
港
～
小
樽
間
)、
桂
恋

(海
岸
積
場
～
釧
路
問
)

右
の
河
川
舟
運
関
係
六
炭
砿
の
う
ち
、
別
保
、
三
井
釧
路
両
炭
砿
は
太
平
洋
炭
砿

㈱
別
保
炭
砿
と
な
り
、
昆
布
森
炭
砿
を
も
統
合
し
た
上
に
鉄
道
輸
送
に
変
更
し
て
い

る
。
豊
田
炭
砿
は
鉄
索

に
変
更
し
て
横
断
船
送
を
廃
止
し
た
。
幌
倉
炭
砿
は
第

一
次

大
戦
後
の
不
況
期
に
休
止
し
て
い
る
。
か
く
し
て
河
川
の
流
下
舟
運
は
皆
無
と
な
り
、

昭
和
三
年
に
は
開
坑
し
て
日
新
し
い
新
芦
別
炭
砿

の
み
が
横
断
搬
送
す
る
た
め
に
船

を
利
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。

釧
路
炭
田
に
は
上
掲

の
ほ
か
に
、
白
糠
奥
部
の
舌
辛
地
区
に
早
期
に

一
時
開
採
し

た
山
縣
勇
三
郎
系
の
釧
路
炭
砿

(第
Ⅳ
期
に
沢
口
汽
船
に
よ
り
沢
口
舌
辛
炭
砿
と
し

て
再
開
せ
ら
れ
、
ほ
ど
な
く
譲
渡
さ
れ
て
大
成
炭
砿
と
改
称
)
が
阿
寒
川
を
流
下
舟

運
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
釧
路
炭
田
に
お
い
て
は
河
川

・
沿
岸
舟
運
が
若
干
あ
る
が
、
石
狩

炭
田
に
お
い
て
は
舟
運
利
用
は
極
め
て
特
例
に
属
し
、
そ
れ
さ
え
も
横
断
例
が
勝
り
、

流
下
搬
送
例
は
稀

で
あ
る
。
こ
と
に
筑
豊
炭
田
に
お
け
る
遠
賀
川
に
相
応
す
る
石
狩

川
お
よ
び
支
流

の
舟
運
利
用
が
殆
ど
な
か

っ
た
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
石
狩
炭
田

開
発
の
当
初
計
画
に
は
石
狩
川
の
利
用
構
想
が
あ

っ
た
の
だ
か
ら
、
舟
運
利
用
構
想
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が
鉄
道
敷
設
計
画
に
変
更
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
そ
の
大
き
な
理
由
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

幌
内
炭
砿
の
開
発
に
当
り
ラ
イ

マ
ン
は
、
送
炭
方
法
と
し
て
幌
内
～
幌
向
太
間
に

鉄
道
を
敷
設
し
、
そ
れ
よ
り
石
狩
川
を
舟
運

に
よ

っ
て
石
狩
港

へ
出
し
、
石
狩
港
を

修
築
し
て
積
出
港
と
す
る
構
想
を
提
案
し
、

一
応

こ
の
方
針
に
決
定
し
て
い
た
が
、

い
よ

い
よ
着
手
段
階
に
至

っ
て
招
か
れ
た

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
が
実
地
調
査
し
検
討
し
た

結
果
、
石
狩
港
は
積
出
港

に
は
不
適
で
あ

る
こ
と
も
あ

っ
て
、
幌
内
鉄
道
を
手
宮
ま

で
延
長
し
て
小
樽
港
を
積
出
港
と
す
る
計
画

に
変
更
さ
れ
、
幌
内
～
手
宮
間
鉄
道
が

運
炭
鉄
道
と
し
て
敷
設
せ
ら
れ
た
。
こ
の
鉄
道
線
は
幌
内
か
ら
幾
春
別
ま
で
延
長
せ

ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
新
線
と
し
て
の
室
蘭
線

(岩
見
沢
～
輪
西
間
)、
空
知
線

(岩
見

沢
～
歌
志
内
、
空
知
太
冊
)、夕
張
線

(追
分

～
夕
張
間
)
の
建
設
が
官
業
か
ら
北
炭

に
引
継
が
れ
て
や
が
て
開
通
す
る
。
石
狩
炭

田
に
お
け
る
運
炭
鉄
道
の
建
設
と
そ
の

後
の
炭
坑
払
下
げ
が
北
炭
の
石
狩
炭
田
独
占
態
勢
を
逸
早
く
確
立
さ
せ
た
し
、
ま
た

鉄
道
国
有
化
が
そ
れ
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。

も
し
ラ
イ

マ
ン
構
想
に
準
じ
て
石
狩
港

の
石
炭
積
出
港
化
と
石
狩
川
舟
運
が
送
炭

の
基
本
手
段
と
し
て
採
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
石
狩
川
の
大
小
幾
多
の
支
流
に
沿
う

た
各
炭
砿

の
舟
運
利
用
は
多
数
に
上

っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
こ
れ
に
よ
り
空
知
炭

田
の
諸
炭
砿
の
開
業
は
そ
の
時
期
を
早
め

て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
想
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

明
治
三
十
年
代
末
期
に
い
ま

一
つ
、
鉄

道
国
有
化
直
前
に
北
炭
の
運
炭
鉄
道
独
占

に
業
を
煮
や
し
た
空
知
炭
田
内
炭
砿
企
業
者

た
ち
が
浅
野
総

一
郎
を
中
心
に
し
て
結

成
し
た
石
狩
炭
砿
鉄
道
期
成
同
盟
が
計
画

し
た
運
炭
路
線
敷
設
構
想
が
あ

っ
た
。
こ

の
構
想
は
、
m
石
狩
河
港
を
積
出
港
と
し

て
修
築
す
る
。
②
石
狩
河
口
よ
り
石
狩
川

右
岸
を
湖
り
浦
臼
村
で
左
岸
に
渡
り
、
eO
美
唄
に
出
て

一
は
美
唄
川
沿
岸
を
湖

っ
て

美
唄
鉱
区

へ
、
回
他
は
奈
井
江
に
達
し
、

こ
れ
か
ら
奈
井
江
川
沿
岸
を
走

っ
て
奈
井

江
炭
砿

へ
、
個
奈
井
江
か
ら
さ
ら
に
空
知
川
に
到
り
、
空
知
川
に
沿
う

て
芦
別
鉱
区

へ

(
こ
の
間
に
上
歌
志
内
炭
砿

へ
分
岐
す
る
と
思
わ
れ
る
)
達
す
る
。
④
こ
の
ほ
か

鹿
ノ
谷
～
新
夕
張
炭
砿
問
に
専
用
鉄
道
を
敷
設
し
、
若
鍋
砿
、
清
水
沢
砿
と
も
連
絡

す
る
、
と
い
う
う
も
の
だ

っ
た
と

い
わ
れ
る
が
、
基
幹
は
①
吻
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
全
経
路
に
わ
た

っ
て
鉄
道
を
敷
設
す
る
計
画
で
あ

っ
た
よ
う
に
受
取

ら
れ
る
が
、

実
際
に
は
石
狩
川
を

一
部
舟
運
に
利
用
す
る
の
か
、
委
細
は
手
元
資
料

の
不
足
に
よ

り
未
だ
詳
か
に
な
し
得
な

い
。
右
の
運
炭
構
想
の
推
定
図

(図
17
)
を
参
考
に
掲
げ

て
お
く
。
ま
た
こ
の
計
画
関
連
の
炭
砿
、
鉱
区
摘
要
を
表
30
に
掲
げ
た
。

右
の
構
想
は
そ
の
大
筋
か
ら
お
分
り
の
よ
う
に
、
石
狩
川
を
湖
航
す
る
か
、
沿

う

て
鉄
道
を
敷
設
す
る
か
の
違

い
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
ラ
イ

マ
ン
案
を
下
敷
に
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
参
加
を
推
定
で
き
る
炭
砿
の
範
囲
を
考
え
る

と
、
こ
れ
を
さ
ら
に
大
規
模
に
再
現
す
る
と
も
い
う
べ
き
構
想
で
あ

っ
て
、
ま
こ
と

に
浅
野
総

一
郎
特
有
の
着
想
の
匂

い
が
プ

ン
プ
ン
す
る
。
し
か
し
鉄
道
国
有
法
の
成

立
に
よ
り
別
個
の
運
炭
鉄
道
敷
設
に
投
資
す
る
必
要
が
基
本
的
に
解
消
し
た
の
で
、

こ
の
構
想
は
実
現
を
見
な
か

っ
た
。
も
し
こ
の
構
想
が
実
現
し
た
場
合

に
は
、
そ
の

一
部
に
河
川
舟
運
の
利
用
が
具
体
化
す
る
可
能
性
は
少
く
な
か

っ
た
と
推
測
せ
ら
れ

る
。
そ
の
辺
を
含
め
る
と
、
こ
の
構
想
は
河
川
利
用
策
の
最
終
を
飾
る
も
の
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
ラ
イ

マ
ン
、
石
狩
石
炭
両
構
想
が
あ

っ
た
が

つ
い
に
実
現
を
見
ず
、

河
川
舟
運
が
送
炭
の
基
本
的
な

一
手
段
と
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
裏
返
せ
ば
、
開
発

当
初
か
ら
近
代
的
な
開
発
方
策
に
依

っ
た
と
従
来
強
調
せ
ら
れ
て
来
た
と
こ
ろ
の
北

海
道
石
炭
鉱
業

の
特
徴
と
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

註
m

石
狩
石
炭
鉄
道
期
成
同
盟
解
散
の
後
に
残

っ
た
の
は
、
こ
の
構
想
実
現
の
た

め
に
設
立
し
た
石
狩
石
炭
株
式
会
社
と
、
美
唄
鉄
道
の
敷
設

(実
際
に
開
通
し

た
の
は
大
正
三
年
)、鹿
ノ
谷
駅
～
新
夕
張
炭
砿
間
の
専
用
軌
道
の
敷
設
と
で
あ

、

っ
た
。
石
狩
石
炭
が
起
業
経
営
委
託
を
受
け
た
上
歌
志
内
炭
砿
は
、
構
想
の
挫

折
に
よ
り
坂
市
太
郎
の
期
望
す
る
水
準
下
開
拓
を
な
さ
ず
、
水
準
上
の
姑
息
的

な
採
炭
の
み
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
や
が
て
坂
に
返
却
す
る
に
至

っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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図17石 狩炭砿鉄道敷設構想推定図
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表30石 狩炭砿鉄道構想関連炭砿 ・鉱区摘要

譲 受 権 者関 係 鉱 業 権 者前鉱業権者雛 名

東京瓦斯(実 質経営は
石狩石炭)

同 上

同 上

39.10～43.6石 狩 石 炭 と 共

同

同 上

同 上

谷 七 太 郎

同 上

同 上

●新 夕 張

若 鍋

清 水 沢

日本興業39～40末 山縣勇三郎奈 良 義 路●(奔 別)

!飯田延太郎

飯田延太郎、三井鉱山

日本興業

黒 柳金二郎

38頃 ～T5石 狩 石炭

39～40末 山縣勇三郎

浅 野 合 資

田 中 平 八

(美 唄)

石狩美唄

●奈 井 江

文珠炭砿㈱組織

中村弥六

坂市太郎

36～41山 縣勇三郎 ほか

41山 縣勇三郎 と共同経営契

約

38～T1石 狩石 炭が起業経

営受託

中 村 弥 六

坂 市 太 郎

●(文 珠)

●(中 村)

上歌志内

樋口利知39～T1石 狩石炭樋 口 利 知
ほ か1名

芦 別く豊
田〉

備 考:炭 砿 ・鉱区 名の うち、稼行中の炭砿 は ●を冠 し、構想 に直接す るとされ

る炭砿 ・鉱区 は名称のみ、関連 すると見 られ るもの は()を 附 した。

〈 〉 は後 の名称であ る。

表31主 要炭田地区別資本別分布概況

主 力 資 本 別区 域炭 田 地 区

(奥 部)

三 菱

(沿 線)
北 炭

夕 張 線

北 蔑

(南 部)

北 炭

三菱→中小

中 小

(北 部)

中 小 中小→住友

万 字 線

幌 内線
幾春別

夕 張E
l

夕 張

三 笠

→ 三井中 小空 知 線

(奥 部)

三 菱

(周 辺)
→住 友

(沿 線)
中 小

(中 心)

北 炭

(南 部)
二 井

中小→住友

美唄鉄道

歌志内線

空 知 線

(東 部)
三 菱

中 小

(西 部)

中小、大 倉
→住 友

富良野線

美 唄

空 知

空 知

中 小→太平 洋炭砿(三 井)根 室 線釧 路

(奥 部)

雄別(三 菱)

(南 部)

中 小
釧 路 線

釧 路
白 糠

北 炭

浅野、安川中 小留 萌 線留 萌

中 小羽 幌

中 小中 小宗 谷
天 北

天 北

備考:→ を附 したのは、経営者の移動 によ ることを示 す。

 

の

三
大
財
閥
系
炭
砿
分
布
概
勢

鉄
道
国
有
化
後
に
本
格
的
に
進
出
す
る
三
大
財
閥
が
、
こ
と
に
第

一
次
大
戦
中
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
北
海
道
炭
を
席
捲
す
る
推
移
の

一
斑
は
す
で
に
見
て
来
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
ヤ

マ
師
を
は
じ
め
有
象
無

象
、
大
小
資
本
が
入
り
乱
れ
て
の
は
げ

し
い
鉱
区
争
奪
戦
、
三
大
財
閥
を
は
じ
め
大

資
本
の
北
海
道
炭
争
覇
戦
の
結
果
と
し

て
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
主
要
炭
田
各
地
区

の
勢
力
分
布
の
大
勢
を
集
約
す
る
と
表

31
の
よ
う
に
な
る
。

三
大
財
閥
の
炭
砿
分
布
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
応
左

に
概
括
し
て
お
く
。

三
井
系
ー

北
炭
は
夕
張
炭
田
の
中
央
部
を
幾
春
別
線
沿
線
か
ら
夕
張
線
沿
線
に
わ

た
り
南
北
に
占
拠
し

(幌
内
、
幾
春
別
、
万
字
、
万
字
美
流
渡
、
夕
張
、
真
谷
地
、

石
狩
石
炭
か
ら
三
井
鉱
山
を
経
た
新
夕
張

・
若
鍋
、
三
井
登
川
な
ど
)、
空
知
炭

田
に
お
い
て
も
歌
志
内
区
の
中
心

(空
知
)
に
拠

っ
て
お
り
、
三
井
砂
川
と
と
も

に
歌
志
内
線
沿
線
の
中
央
部
を
占
め
て
い
る
。
三
井
鉱
山
は
三
井
砂
川
の
ほ
か
に

美
唄
区
の
南
部

(三
井
美
唄
ー

日
石
光
珠
、
沼
貝
、
錦
旗
等
の
統
合
)
を
も
占

め
る
。
太
平
洋
炭
砿
は
釧
路
炭
田
の
釧
路
港
寄
り
の
西
部
を
区
切

っ
て
い
る

(春

採
、
別
保
等
)。
総
じ
て
三
井
系
は
各
炭
田
の
中
心
地
区
に
位
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

三
菱
系

三
菱
鉱
業
は
夕
張
炭
田
の
夕
張
区
奥
部

(大
夕
張
)、空
知
炭
田
の
美
唄

区
東
部

(三
菱
美
唄
)、
芦
別
区
の
中
心
区
域

(三
菱
芦
別
)
を
確
保
し
、
雄
別
炭
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砿
鉄
道
が
釧
路
炭
田
の
奥
部

(雄
別
)
お
よ
び
西
部

(尺
別
)
を
拠
点
と
し
た
。

通
じ
て
各
炭
田
区
域

の
奥
部
に
位
置
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
夕
張
炭
田
の
西
部
の

美
流
渡
区

(奈
良
美
流
渡
～
東
幌
内
)、空

知
炭
田
の
平
岸
鉱
区
な
ど
は
譲
渡
或
は

放
棄
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
は
中
小
業
者
が
企
業
し
た
。

住
友
系
I
--
⊥
二
井
、
三
菱
に

一
歩
遅
れ
た
住
友
は
、
幾
春
別
沿
線
の
三
笠
を
奈
良
か

ら
買
収
し
て

(唐
松
と
改
称
)
進
出
し
、
大
正
後
期
に
坂
炭
砿
㈱
を
共
同
出
資
と

し
て
住
友
坂
炭
砿
㈱
と
し

(上
歌
志
内
、
上
赤
平
等
)、昭
和
三
年
に
は
旧
山
縣
勇

三
郎
系
か
ら
奔
別
炭
砿
㈱

山
下
汽
船
-…

北
海
道
鉱
業
と
経
営
が
変
転
し
て

来
た
諸
砿

(奔
別
、
奈
井
江
、
歌
志
内
、
新
歌
志
内
等
)
を
買
収
し
て

一
挙
に
そ

の
ウ

ェ
イ
ト
を
高
め
、
同
五
年
に
は
住
友

炭
砿
㈱
に
組
織
変
更
し
た
。
そ
の
傘
下

炭
砿
は
大
体
北
炭
勢
力
圏
の
周
辺
に
位
置
す
る
。
夕
張
炭
田
で
は
幾
春
別
線

の
北

側
、
空
知
炭
田
で
は
北
炭
空
知
、
三
井
砂
川
を
包
む
よ
う
に
し
て
歌
志
内
区
三
砿

と
北
縁
の
上
赤
平
、
南
西
縁
の
奈
井
江
と
で
あ
る
。

三
大
財
閥
を
中
心
に
こ
の
よ
う
な
分
布
に
な

っ
た
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
少
く

と
も
次
の
二
件
が
想
起
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
は
浅
野
の
石
狩
炭
田
か
ら
の
撤
退
、

二
は
三
菱
の
三
井

・
北
炭
対
抗
策
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
推
移
を
検
討
す
る
余
裕

は
な

い
の
で
、
沿
革

の
大
要
を
記
す
に
止
め
た
い
。

ま
ず
浅
野
に
つ
い
て
は
、
石
狩
炭
砿
鉄
道

期
成
同
盟
の
構
想
に
関
連
し
て
当
時
の

浅
野
関
係
炭
砿

・
鉱
区

の
大
体
を
さ
き
に
表

示
し
た
の
で
お
分
り
の
よ
う
に
、
空
知

炭
田
に
お
い
て
石
狩
空
知

(上
歌
志
内
の
開
採
受
託
)、
芦
別

(後

の
豊
田
)、
石
狩
美

唄
、
夕
張
炭
田
に
お

い
て
は
山
崎
夕
張
、
小
夕
張
等

の
鉱
区
の
ほ
か
新
夕
張

・
若
鍋

両
砿

(谷
七
太
郎
と
の
共
同
経
営
か
ら
東
京
瓦
斯
1
ー
浅
野
の
実
質
経
営
)
の
経
営

が
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
鉄
道
国
有
化
に
よ
り
大
構
想
は
宙
に
浮

い
て
し
ま

い
、
そ

の
産
物
と
し
て
石
狩
石
炭
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
地
理
的
に
有
望
な
美
唄
鉱
区
か

ら
着
手
し
た
も
の
の
鉱
区
係
争
事
件
を
惹
起
し
て
敗
訴
し
、
美
唄
鉄
道
を
三
菱
合
資

に
譲
渡
し
て
撤
退
す
る
。
盛
大

に
稼
行
し
た
新
夕
張

・
若
鍋
砿
は
明
治
四

一
年
の
死

傷

一
一
〇
名
余
に
及
ぶ
ガ
ス
爆
発
、
大
正
元
年
の
二
回
の
小
爆
発
に
次
ぐ
同
三
年

一

一
月
の
ガ
ス
爆
発
は
四
〇
〇
人
を
超
え
る
死
傷
者
を
出
し
手
痛

い
打
撃
を
受
け
、
.ほ

ど
な
く
石
狩
石
炭
会
社
自
体
を
三
井
鉱
山
に
譲
渡
し
た
。
三
井
は
こ
れ
を
北
炭
に
譲

渡
合
併
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
に
開
採
受
託
し
た
上
歌
志
内
は
坂
に
返
却
し
て
い
る
。

か
く
し
て
浅
野
は
石
狩
炭
田
を
撤
退
し
、
留
萌
炭
田
の
雨
龍

に
転
進
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。

坂
に
返
却
せ
ら
れ
た
石
狩
空
知
ー
上
歌
志
内
は
坂
市
太
郎
が
開
坑
し
、
や
が
て
住

友

に
、
石
狩
美
唄
は
鉱
区
係
争
に
敗
れ
て
主
要
鉱
区
は
三
菱
に
、
残
半
鉱
区
は
三
井

に
譲
渡
さ
れ
、
新
夕
張

・
若
鍋
砿
は
前
記
の
よ
ら
う
に
三
井
鉱
山
を
経
て
北
炭

に
譲

渡
せ
ら
れ
、
結
局
三
大
財
閥
に
吸
収
せ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
開
創
期
の
釧
路

炭
田
に
お
け
る
安
田
春
採
、
大
正
半
ば
に
開
坑
し
た
大
倉
茂
尻
、
大
正
後
期
開
坑
の

藤
田
系
北
日
本
尺
別
は
、
或
は
太
平
洋
炭
砿
に
、
或
は
三
菱
系
の
雄
別
炭
砿
鉄
道
に

買
収
せ
ら
れ
て
ゆ
く
し
、
北
海
道
で
は
つ
い
に
拠
点
炭
砿
を
モ
ノ
に
で
き
な
か

っ
た

久
原
鉱
業
な
ど
、
こ
れ
ら
の
中
央
資
本
以
上
に
、
浅
野
は
表
徴
的
な
推
移
を
た
ど

っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
三
井

・
三
菱
の
北
海
道
炭
角
逐
戦
と
、
そ
の
派
生
と
し
て
の
斤
先
掘
実
施

が
注
意
せ
ら
れ
る
。
三
井
は
筑
豊
炭
田
進
出
と
同
時
期
に
三
井
物
産

の
木
材
に
関
連

し
て
逸
早
く
北
海
道
に
も
進
出
し
て
砂
川
鉱
区
、
次

い
で
美
唄
鉱
区
を
取
得
し
て

い

っ
た
。
北
炭
に
も
資
本
参
加
し
た
。
井
上
角
五
郎
が
石
炭
需
要
造
出
を
兼
ね
て
鉄
鋼

業
進
出
を
頂
点
と
す
る
経
営
多
角
化
を
め
ざ
し
た
も
の
の
、
折
柄
の
日
露
戦
後
不
況

に
よ
り
計
画
通
り
に
ゆ
か
ず
、
経
営
が
窮
境
に
陥

っ
た
の
を
機
に
経
営
に
参
加
し
、

大
正
二
年

に
つ
い
に
北
炭
を
そ
の
傘
下
に
収
め
た
。
ま
た
美
唄
鉱
区
も
三
井
物
産
の

山
林
と
と
も
に
北
部
を
抑

へ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
三
菱
が
炭
砿
に
進
出
し
た
の
は
よ
う
や
く
日
露
戦
後

で
あ

っ
た
。

夕
張
炭
に
対
抗
で
き
る
良
炭
の
確
保
は
北
海
道
炭
争
覇
上
の
当
然
の
命
題
で
あ

っ
て
、

芦
別
鉱
区
を
取
得
し
て
開
発

に
着
手
す
る

一
方
、
大
夕
張
炭
砿
の
経
営
に
参
加
し
、

や
が
て
大
正
五
年
に
こ
れ
を
買
収
し
た
が
、
両
炭
砿
と
も
炭
層
条
件
に
難
が
あ

っ
た

し
、折
柄
の
第

一
次
大
戦
に
よ
る
出
炭
高
急
増
の
要
望
を
直
ち
に
満
た
し
得
な
か

っ
た
。
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そ
の
折
に
開
坑
早
々
か
ら
有
望
性
の
評
価
が
高

い
飯
田
美
唄
炭
砿

に
逸
早
く
融
資
し

て
売
炭
権
を
確
保
し
た
後

こ
れ
を
買
収
し
た
。
さ
ら
に
当
面
傘
下
炭
砿
増
加

の

一
環

と
し
て
空
知
炭
田
の
平
岸
鉱
区
、夕
張
炭
田
の
美
流
渡
鉱
区
の
開
坑
出
炭
を
急
ぐ
た
め

斤
先
掘
を
採
用
し
た
。
平
岸
砿
は
斤
先
掘
契
約
者
が
問
題
を
醸
成
し
た
と
こ
ろ
か
ら

早
く
解
約
し
た
の
に
対
し
、
美
流
渡
砿
は
奈
良
父
子
が
鋭
意
経
営
し
、
昭
和
初
期
に

奈
良
の
希
望
に
よ
り
こ
れ
に
譲
渡
し
た
。

三
井
は
大
正
九
年
に
北
海
道
に
お
け
る
炭
砿

・
鉱
山
の
管
掌
態
勢
を
整
理
し
て
、

す

で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
夕
張
炭
田
は
北
炭
、
空
知
炭
田
は
空
知
砿
を
除
き
三
井
鉱
山
、

釧
路
炭
田
は
太
平
洋
炭
砿
の
経
営
と
し
た
。
硫
黄
山
は
北
海
道
硫
黄

の
経
営
に
集
中

し
て
い
る
。

三
菱
が
美
唄
炭
砿
に
進
出
す
れ
ば
、
三
井
は
日
本
石
油
と
組
ん
で
日
石
光
珠
11
三

井
美
唄
炭
砿
を
経
営
し
、
三
井
が
釧
路
炭

田
に
進
出
し
て
木
村
久
太
郎
と
組
ん
で
太

平
洋
炭
砿
を
設
立
す
れ
ば
、
三
菱
は
北
海
炭
砿
鉄
道
と
組
ん
で
雄
別
炭
砿
鉄
道
に
改

編
し
て
傘
下
に
収
め
る
、
と
い
っ
た
具
合

に
両
財
閥
の
角
逐
は

つ
づ

い
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。註

ω

斤
先
掘
は
北
海
道
に
は
早
期
に
見
ら
れ
ず
、
筑
豊
と
異
る
点
の

一
に
挙
げ
ら

れ
て
来
た
。
た
し
か
に
筑
豊
の
よ
う
に
盛
行
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
早
期
よ
り

と
は
い
い
難
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
次
は
そ
の
例
で
あ
る
と
受
取
ら
れ
る
。

た
だ
し
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
内
容
の
委
細
を
知
る
資
料
を
見
て
お
ら
ず
、「北
海
道
鉱

業
概
要
」
「北
海
道
鉱
業
誌
」
な
ど
の
簡
単
な
記
事
に
よ
る
か
ら
、
こ
れ
を
厳
密

に
斤
先
掘
と
断
じ
て
よ
い
か
、
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
…
…
。

①
明
治
三
八
年
浅
野
の
石
狩
石
炭
が
坂
市
太
郎
か
ら
起
業
経
営
の
委
託
を
受
け

た
上
歌
志
内
鉱
区
。②
大
正
二
年
に
天
塩
炭
砿
㈱
が
隣
接
す
る
北
炭
鉱
区
を
借
区

し
て
採
炭
。③
こ
れ
に
前
後
し
て
寺
田
省
帰
が
借
区
経
営
し
た
こ
と
が
あ
る
徳
田
新

美
唄
鉱
区
な
ど
。
こ
れ
ら
に
次
ぐ
の
が
大
正
六
年
か
ら
は
じ
ま
る
三
菱
両
鉱
区

の
事
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
諸
資
料
を
採
索
し
精
細
に
調
査
す
れ
ば
、
斤
先
掘
鉱

区
経
営
の
事
例
は
多
く
な
る
よ
う
に
考
え
る
。

②

奈
良
美
流
渡
炭
砿
は
、
三
菱
か
ら
譲
受
け
た
直
後
よ
り
そ
の
経
営
権
を
め
ぐ

っ
て
紛
糾
し
た
あ
げ
く
、
つ
い
に
奈
良
義

一
は
経
営
陣
か
ら
ハ
ジ
キ
出
さ
れ
て
、

改
組
し
た
東
幌
内
炭
砿
株
式
会
社
が
東
幌
内
炭
砿
と
改
称
し
て
経
営
し
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。

附

一
、
地
元
炭
砿
大
資
本
の
不
成
立

周
知
の
よ
う
に
筑
豊
石
炭
鉱
業
界
に
お
い
て
は

い
わ
ゆ
る
御
三
家
の
貝
島
、
麻
生
、

安
川
が
大
勢
力
に
成
長
し
、
こ
れ
に
つ
づ
く
中
野
、
中
島
、
伊
藤
な
ど
の
地
元
炭
砿

資
本
も
成
長
し
て
厚

い
層
を
な
し
た
が
、
北
海
道
に
は
こ
の
よ
う
な
大
勢
力
は

つ
い

に
成
長
し
な
か

っ
た
。

本
稿
に
も
見
て
来
た
よ
う
に
、
早
期
か
ら
ラ
イ

マ
ン
の
弟
子
た
ち
を
は
じ
め
鉱
業

関
係
者
の
活
動
は
あ
る
。
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
金
融

・
実
業
界
か
ら

谷
七
太
郎
、
横
山
庄
右
衛
門
、
小
熊
幸

一
郎
、
高
橋
直
治
、
松
田
学
、
助
川
貞
次
郎

と
い
っ
た
鐸
々
た
る
連
中
が
炭
鉱
に
進
出
し
た
が
、
谷
新
夕
張
炭
砿
以
外
は
パ

ッ
と

し
な

い
し
、
中

に
は
鉱
区
保
有
に
止
ま

っ
た
者
も
あ
る
。
谷
自
身
も
日
露
戦
後
に
は

石
狩
石
炭
と
共
同
名
義
に
し
、

つ
い
で
東
京
瓦
斯
に
譲
渡
し
て
退
い
て
し
ま
う
。
第

一
次
大
戦
景
気

の
渦
中
に
成
金
と
な

っ
た
海
運
業
者
も
そ
の
勢

い
を
駆

っ
て
進
出
し

た
が
、
藤
山
汽
船
、
板
谷
商
船
、
沢
口
汽
船
な
ど
は
戦
後
不
振
も
あ

っ
て
早

々
に
退

い
て
ゆ
き
、
室
蘭
の
栗
林
、
楢
崎
も
開
採
事
業
を
経
営
し
た
と

い
う
に
は
遠

い
程
度

で
あ

っ
た
。
大
正
期
ま
で
を
通
じ
て
、
釧
路
炭
田
を
拠
点
と
し
た
山
縣
勇
三
郎
、
三

笠

・
奔
別
地
区
を
開
発
し
た
奈
良
義
路
、
上
歌
志
内
を
開
坑
し
た
坂
市
太
郎
等
が
光

る
程
度
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
彼
等
も
ま
た

つ
い
に
は
挫
折
し
、
大
成
し
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

筑
豊
に
お
い
て
は
御
三
家
を
は
じ
め
地
元
炭
礦

資
本
は
石
炭
の
中
か
ら
ノ
シ
上

っ
て

来
た
者
が
少
く
な
い
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
こ
れ
に
類
す
る
者
は
少
い
。
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
。
種
々
の
事
情
が
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
特
に
資
料
を
ひ
ろ
く
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検
討
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
本
稿
の
資
料
か
ら
こ
の
面
の

一
素
材
と
し
て
鉱
業

関
係
者
と
山
縣
勇
三
郎
と
に
つ
い
て
集
約
的

に
ふ
れ
る
に
止

め
る
。

筑
豊
に
お
い
て
は
御
三
家
を
は
じ
め
地
元
炭
砿
資
本
は
石
炭
の
中
か
ら
ノ
シ
上

っ
て

た
坂
市
太
郎
、
西
山
正
吾
、
河
野
鰭
男
等
専
門
家
の
ほ
か
、
鉱
山
か
ら
炭
砿

へ
進
出

し
た
徳
田
与
三
郎
、
北
炭

の
飯
場
頭
で
あ

っ
た
奈
良
義
路
等
が

い
る
。

徳
田
与
三
郎
。
…

-鉱
業
技
術
家
で
、
最
も
早
く
炭
砿
を
開
坑
し
た
。
茅
沼
炭
砿

に
隣
接
す
る
古
舗

・
茶
津
鉱
区
で
あ
り
、
徳

田
炭
砿
と
称
し
た
。
し
か
し
三
年
に
し

て
明
治
二
六
年
に
は
、
以
前

に
岩
雄
登
硫
黄
山
を
譲
渡
し
た
縁
の
あ
る
三
井
物
産
の

松
岡
譲
に
譲
渡
し
、
茅
沼
と
時
を
同
じ
く
し

て
試
掘
権
を
設
定
し
た
美
唄
鉱
区
に
期

望
を
移
し
、
居
も
美
唄
に
移
し
て
機
を
待

っ
た
が
、
試
掘
の
域
を
出
で
て
や

っ
と
本

格
的
に
開
坑
し
た
の
は
大
正
二
年
で
あ
る
。
飯
田
美
唄
炭
砿
開
坑

の
約
半
年
前

に
す

ぎ
な
い
。
鉱
区
と
し
て
も
三
菱
美
唄
よ
り
劣

っ
て
い
る
。
石
炭
で
は
こ
の
徳
田
新
美

唄
炭
砿
以
外
に
は
モ
ノ
に
出
来
な
か

っ
た
。

坂
市
太
郎
。
ー
!

ラ
イ

マ
ン
の
弟
子
の

一
人
で
、
夕
張
鉱
区
の
発
見

・
調
査
者
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
歌
志
内
区
に
鉱
区
を
設
定
し
た
。
上
歌
志
内
鉱
区
は
北
炭
空
知

炭
砿
の
放
棄
し
た
鉱
区
で
あ
り
、
そ
の
水
準
下
採
炭
を
期
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
や

は
り
弟
子
の

一
人
西
山
正
吾
も
前
後
し
て
歌
志
内
区
に
鉱
区
を
設
定

し
、
夙
に
西
山

坑
を
開
坑
し
た
が
、
間
も
な
く
北
炭
空
知
砿

に
合
併
し
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
坂
は

石
狩
石
炭
に
上
歌
志
内
の
起
業
を
委
託
し
た
が
、
水
準
上
採
用
に
止
ま
る
の
み
な
の

で
、
つ
い
に
大
正
二
年
に
み
ず
か
ら
竪
坑

の
開
鑿

に
着
手
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

第

一
次
大
戦
後

の
慢
性
不
況
下
に
お
い
て
住
友
と
共
同
経
営
に
踏
切
り
、
昭
和
五
年

に
住
友

に
買
収
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

坂
、
西
山
、
河
野
、
徳
田
等
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、
鉱
区
の
殆
ど
が
空
知
炭
田

に
所
在
し
、
早
く
手
が
け
て
も
そ
の
後

の
事
情
或
は
凌
ぎ
得
な

い
ま
ま
ほ
ど
な
く
譲

渡
し
、
腰
を
据
え
て
起
業
経
営
に
か
か

っ
た
も
の
は
三
井

・
三
菱
等

の
進
出
態
勢
の

基
盤
が
整

い
か
け
る
時
期
に
開
坑
し
、
そ
れ
も
鉱
区
の
増
強
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と

も
加
え
て
、

つ
い
に
は
財
閥
に
譲
渡
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
坂
、
徳
田
と
も

開
坑
前
に
他
に
起
業
を
委
託
し
或
は
開
坑
直
後
に
借
区
経
営
に

一
時
委
ね
て
い
る
こ

と
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
鉱
業
専
門
家
に
比
し
て
、
筑
豊
御
三
家
の
麻
生
に
似

て
手
が
け
て
は
売
る

方
式
を
採

っ
た
も
の
に
北
炭
夕
張
砿
の
飯
場
頭
出
身
の
奈
良
義
路
が

い
る
。
麻
生
類

似
の
方
式

で
成
果
を
挙
げ
た
の
は
三
菱
美
唄
炭
砿
を
開
坑
し
た
飯
田
延
太
郎
で
あ

っ

て
、
奈
良
は
麻
生
と
違

っ
て
売
り
太
り
ど
こ
ろ
か
却

っ
て
売
り
細
り
と

い
っ
た
経
過

を
た
ど

っ
た
。

奈
良
は
島
田
純

一
、
山
際
永
吾
が
幾
春
別
鉱
区
と
と
も
に
発
見
し
た
奔
別
鉱
区
を

再
発
見
し
て
鉱
業
権
を
設
定
し
、
こ
の
試
掘
調
査
か
ら
三
笠
の
弥
生
鉱
区
を
も
発
見

し
た
。
ま
ず
奔
別
炭
砿
を
開
坑
し
、
次

い
で
三
笠
炭
砿
を
開
坑
し
た
が
、
そ
の
翌
年

に
は
奔
別
を
山
縣
勇
三
郎
に
譲
渡
し
、
試
掘
に
か
か

っ
た
弥
生
鉱
区
を
大
正
初
期
に

天
狗
煙
草
で
有
名
な
村
井
商
会
に
売
り

(
ほ
ど
な
く
日
糖
系

の
東
邦
炭
砿
㈱
に
移
る
)、

三
笠
炭
砿
も
大
正
五
年
に
は
住
友
に
譲
渡
し
た

(唐
松
と
改
称

)。
右
の
各
鉱
区
と
同

時
期
に
鉱
業
権
を
設
定
し
た
留
萌
炭
田
小
平
蘂
鉱
区
も
大
正
七
年

に
は
明
治
鉱
業
に

売
渡
し
て
い
る

(後

の
明
治
昭
和
炭
砿
)。
奈
良
の
か
か
わ

っ
た
炭
砿

・
砿
区
の
始
終

を
表
32
に
要
約
し
て
参
考
と
す
る
。

奔
別

・
三
笠
両
炭
砿
を
売
却
し
た
奈
良

の
意
図
は
資
料
不
足
で
知
る
べ
く
も
な

い

が
、
右
の
表
に
よ

っ
て
、
期
待
で
き
る
奔
別
炭
砿
を
山
縣

に
譲

っ
て
三
笠
炭
砿
の
開

発

・
経
営
に
尽
力
し
た
よ
う
に
推
測
で
き
る
が
、
炭
層
条
件
の
劣
る
こ
と
も
あ

っ
て

つ
い
に
奔
別
ほ
ど
に
は
発
展
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
手
持
砿
区
を
す
べ
て
費
却

せ
ざ
る
得
な
く
な

っ
た
よ
う
に
受
取
ら
れ
る
。
残
る
三
笠
炭
鉱
も
北
海
道
石
炭
に
進

出
す
る
住
友
合
資
に
譲

っ
て
し
ま

っ
た
。
か
く
し
て
大
正
六
年
早
々
か
ら
三
菱
と
斤

先
掘
契
約
し
て
開
坑
し
た
美
流
渡
砿
の
成
功
に
す

べ
て
を
賭
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

義
路
が
死
去
し
た
後
を
息
子
の
義

一
が
継
承
し
、
や
が
て
三
菱
か
ら
鉱
区
を
譲
受
け

る
が
、
資
金
調
達
の
面
か
ら
経
営
権
を
め
ぐ
る
内
証
に
ま
き
こ
ま
れ
て
、
折
角
経
営

し
て
来
た
美
流
渡
か
ら
も
退
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ

る
。

要
す
る
に
、
奈

良
が
売

り
細

り
に
終

っ
た
の
も
資
本
力

の
不
足
に
尽
き
る
と

い
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表32奈 良義路開発炭砿 ・設定鉱区
<幾 春 別 ・三 笠 区 域>

lI
〈留萌炭田〉 〈釧路炭田〉

奔別鉱区設定

試 掘 三笠鉱区発見試掘 弥生鉱区 31.小 平 蘂鉱区設定

開 坑

開 坑

山縣勇三郎に売却

3.村 井弥吉試掘

5.伊 沢良立一弥生砿

2.明 治鉱 業調査

〈美流渡区〉

6.三 菱美流渡鉱区
斤先掘開坑

5.住 友 に売却一唐 松砿

9.東 邦炭砿㈱

7.試 掘 一明治昭和

4.奈 良 義 一

6.協 同炭砿㈱

・.纏 郎に譲渡
一旭炭砿

9.東 幌 内炭砿㈱
一 東幌 内砿
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え
よ
う
が
、
折
角
の
良
山
で
あ
る
奔
別
を
売

っ
た
の
に
見
合
ふ
開
発
が
で
き
な
か

っ

た
に
も
あ
る
。
飯
田
延
太
郎
と
比
較
す
る
と
そ
の
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
原
嘉
道

法
律
事
務
所
に

い
た
弁
護
士
の
飯
田
は
、
奈
良
よ
り
や
や
遅
れ
て
日
露
戦
後

に
玄
洋

社
系
の
結
城
虎
五
郎
と
組
ん
で
登
川
鉱
区
を

取
得
し
て
翌
四
十
三
年
に
開
坑
し
た
。

そ
の
翌
年
に
は
こ
れ
を
三
井
鉱
山
に
譲
渡
し
、
鉱
区
係
争
事
件
で
弁
護
し
勝
訴
し
た

黒
柳
美
唄
鉱
区
を
買
収
し
て
大
正
二
年
開
坑

に
着
手
し
て
ゆ
く
。

こ
の
飯
田
美
唄
炭

砿
は
同
四
年
に
三
菱
に
譲
渡
し
、

こ
の
頃
入
手
し
た
幌
向
炭
砿
、
穂
別
、
留
萌
鉱
区

な
ど
も
や
は
り
早
々
に
中
西
八
百
吉
、
北
海
道
採
炭
会
社
等
に
譲
渡
或
は
継
承
し
て

い
る
と

い
う
よ
う
に
開
坑
-
売
山
を
繰
返
し

て
、
そ
の
後
満
州

へ
進
出
し
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。
彼
は
売
山
政
策
が
巧
み
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
奈
良
に
は
こ
の
辺
が
欠

け
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

奈
良
に
比
し
て

一
廻
り
も
大
き
く
、

一
時
期
広
範
囲
に
華
や
か
な
活
動
を
し
た
の

が
山
縣
勇
三
郎
で
あ
る
。
開
創
期
の
北
海
道
石
炭
鉱
業
界
で
は
目
を
瞠
ら
せ
る
活
躍

で
あ

っ
た
。
山
縣
は
釧
路
炭
田
を
拠
点
と
し
、
次

い
で
石
狩
炭
田
に
進
出
し
た
。
平

戸
の
出
身
で
、
渡
道
し
て
根
室
の
巨
商
柳
田
藤
吉
に
目
を
か
け
ら
れ
、
や
が
て
独
立

し
て
海
産
物
仲
買
商
を
し
て
い
た
が
、
鰊
場

で

一
ヤ
マ
当
て
て
か
ら
こ
れ
を
土
台
に

海
運
、
鉱
業
な
ど
多
方
面
に
進
出
し
た
。
日
清
戦
後
昆
布
森
、
仙
鳳
趾
、
釧
路

(舌

辛
)、
雄
別
、
別
保
と
手
広
く
鉱
区
を
手
が
け
た
。
こ
れ
ら
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
ま

で
に
は
ゆ
か
な
か

っ
た
と
し
て
も
釧
路
炭
田
開
発
の
基
礎
を
成
し
た

一
人
と
い
う

こ

と
が
出
来
る
。
次

い
で
玄
洋
社
の
結
城
虎
五
郎
等
と
組
ん
で
空
知
炭
田
の
文
珠
炭
砿

を
開
坑
し
、
さ
ら
に
単
独
で
奈
良

・
奔
別
炭
砿
、
田
中
平
八
の
奈
井
江
炭
砿
を
買
収

し
た
が
、
日
露
戦
後
多
角
経
営
に
失
敗
し
、
戦
後
不
況
の
な
か
で
借
金
王
と
な
り
、

つ
い
に
再
起
で
き
ず
、
破
産
宣
告
を
受
け
た
。
明
治
四

一
年
三
月
に
ひ
そ
か
に
神
戸

か
ら
ブ
ラ
ジ

ル
に
脱
出
し
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
山
縣
の
跡
を
釧
路
は
釧
勝
興
業
、

石
狩
炭
田
各
砿
は
日
本
興
業
を
設
立
し
て
そ
れ
ぞ
れ
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
と

も
傘

下
炭
砿

・
鉱

区
を
す
べ
て
他
に
譲
渡

す
る
に
至

っ
て
い
る
。

釧
路
の
別
保

砿

(後
の
別
保
二
坑

)
は
太
平
洋
炭
砿
に
、
空

知
の
奔
別
、
奈
井
江
両
炭
砿
は
山
下
汽

船
鉱
業
を
経
て
住
友
坂
炭
砿
に
移

っ
て
い
る
。
結
城
と
共
同
経
営
し
た
文
珠
炭
砿
も

文
珠
炭
砿
会
社
に
移
り
、
田
中
鉱
山
を
経
て
三
井
砂
川
炭
砿
に
合
併
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
彼

の
手
が
け
た
炭
砿

・
鉱
区
の
多
く
は
、
最
終
的
に
は
三
井
、
住
友
の
掌

中

に
入

っ
た
こ
と
は
多
分
に
表
徴
的
で
あ
る
。

炭
砿
出
身

で
あ
る
が
資
本
力
の
弱

い
奈
良
に
比
し
て
山
縣
は
、
豪
商
と
し
て
の
資

本
力
を
以
て
参
入
し
た
の
で
あ
る
か
ら
地
元
鉱
業
資
本
に
成
長
す
る
可
能
性
を
有
し

て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
豪
放
な
性
格
を

傳
え
ら
れ
る
だ
け
に
経

営
は
些
か
放
漫
の
難
を
免
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
量
せ
ら
れ
、
結
局
彼

の

雄
図
は
空
し
く
崩
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た
地
元
石
炭
鉱
業
大
資
本
の
成
立

の
期
待
も

は
か
な
く
消
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

若
干
の
鉱
業
関
係
者
お
よ
び
山
縣
勇
三
郎
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
来
た
が
、

い
ず

れ
も
挫
折
し
ま
た
大
成
し
な
か

っ
た
に
は
そ
れ
な
り
の
事
情
と
理
由
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
だ
が
私

に
は
、
そ
れ
は
こ
れ
だ
と

い
う
知
識
は
な

い
。
た
だ
極
め
て
粗
雑
で

あ
る
が
、
筑
豊
に
比
し
て
お
よ
そ
次
の
点
が
検
討
す
べ
き
要
件
と
し
て
指
摘
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
第
一

に
、
石
炭
鉱
業
の
生
成
期
早
々
か
ら
送
炭
手
段

で
あ
る
鉄
道
の
払

下
げ
に
よ
り
北
炭

の
独
占
態
勢
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
資
本
を
蓄
積

で
き
る
早
期
に
お
い
て
道
内
に
石
炭
消
費
市
場
が
育
成
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
需
要
の

造
出
、
市
場
開
拓
が
課
題
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
石
炭
不
況
期
に
は

筑
豊
御
三
家
と
て
窮
地
に
立
ち
、
そ
れ
を
切
抜
け
た

エ
ピ

ソ
ー
ド
も
傳
え
ら
れ
て

い

る
が
、
北
海
道
の
炭
砿
企
業
者
に
は
こ
の
苦
境
を
耐
え
抜
く
力
が
不
足
し
て
い
た
と

い
わ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
。
こ
と
に
日
露
戦
後

の
不
況
期
に
は
早
期
企
業
者
の
殆
ど

が
手
痛

い
打
撃
を
蒙

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

大
資
本
の
北
炭
さ
え
も
、
多
角

的
経
営
の
た
め
も
あ
る
と
は

い
え
そ
の
例
に
洩
れ
な
か

っ
た
。
第
四
に
は
、
石
炭
企

業
に
進
出
し
た
者
を
ザ
ッ
と
見
渡
し
て
、
大
資
本
お
よ
び
鉱
業
関
係
者
を
除
き
、
炭

砿
の
経
営
、
開
採
技
術
な
ど
に
熟
達
の
者
が
少
く
、
そ
の
上
に
筑
豊
の
頭
領
制
や
斤

先
方
式
に
よ
る
開
創
時
の
リ
ス
ク
分
散

の
方
途
が
採
ら
れ
ず
、
殆
ど
が
直
営
方
式
に

よ

っ
て
い
る
こ
と
。

トレ一



表33炭 田別送炭手段集計表 一 大正7年 と昭和3年 との比較

炭 田
別

合 計

夕 張

空 知

釧 路

その他

合計

34

49

15

12

17

5

12

18

6

6

9

3

4

5

1

最 寄 駅 近 接

附近

8

14

6

5

8

3

3

5

2

0

1

1

0

0

0

岐線

2

6

4

0

1

1

1

5

4

0

0

0

1

0

△1

計

10

専用
鉄道

20

7

8

10

5

9

4

4

10

6

0

1

1

1

0

△1

1

4

3

△1

3

2

△1

0

3

3

0

0

0

山 河 搬 送

高架索
道

▲1

2

2

▲1

0

0

自動車

1

1

0

0

0

0

2

2

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

計

▲1

3

3

▲1

0

0

0

3

3

0

0

0

0

0

0

船

6

2

△4

0

0

0

1

1

0

3

0

△3

2

1

△1

馬 利 用

馬鉄

▲1

11{1)

12(1)

1

▲1

2

4

2

1

2

1

5

5

0

3(1)

1(1)

△2

馬

5

5

0

1

2

1

3

1

△2

1

1

0

0

1

1

計

▲1

16(1)

17(1>

1

▲1

3

6

3

4

3

△1

6

6

0

3(1)

2(1)

△1

附 近
販売限

0

6

6

0

0

0

0

2

2

0

1

1

0

3

3

炭田別構成比

合 計

夕 張

空 知

釧 路

その他

34

49

12

17

12

18

6

9

4

5

23.5

28.6

5.1

41.7

47.1

5.4

25.0

27.8

2.8

0

11.1

11.1

0

0

0

5.9

12.2

6.3

0

5.9

5.9

8.3

27.8

19.5

0

0

0

25.0

0

△25.0

29.4

40.8

11.4

41.7

52.9

11.2

33.3

55.6

22.3

0

11.1

11.1

25.0

0

△25.0

20.6

16.3

△4.3

33.3

17.6

△15.7

25.0

11.1

△13.9

0

33.3

33.3

0

0

0

0

4.1

4。1

0

0

0

0

11.1

11.1

0

0

0

0

0

0

0

2.0

2.0

0

0

0

0

5.6

5.6

0

0

0

0

0

0

0

6.1

6.1

0

0

0

0

16.7

16.7

0

0

0

0

0

0

17.6

4.1

△13.5

0

0

0

8.3

5.6

△2.7

50.0

0

△50,0

50。0

20.0

△30.0

32.4

24.5

△7.9

16.7

23.5

6.8

8.3

11.1

2.8

83.3

55.6

△27.7

75.0

20.0

△55.0

14.7

10.2

△4.5

8.3

11.8

3.5

25.0

5.6

△19.4

16.7

11.1

△5.6

0

20.0

20.0

47.1

34.7

△12.4

25.3

35.3

10.3

33.3

16.7

△16.6

100.0

66.7

△33.3

75.0

40.0

△35.0

0

12.2

12.2

0

0

0

0

11.1

11.1

0

11.1

11.1

0

60.0

60.O
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こ
れ
ら
の
基
本
的
要
件
を
考
え
る
と
、
開
発
の
リ
ス
ク
負
担
が
多
く
、
北
海
道
に

お
け
る
石
炭
企
業
者

の
早
期
資
本
蓄
積
は
容
易
で
な
か

っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

日
露
戦
後
か
ら
第

一
次
大
戦
前
後
に
か
け
て
炭
砿
企
業
者
が
中
央
大
資
本
お
よ
び
こ

れ
に
準
ず
る
者
を
除

い
て
殆
ど

一
変
し
て
し
ま
う
状
況
に
も
、
地
元
石
炭
資
本
の
成

長
が
困
難
で
あ

っ
た

一
表
徴
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

附
二
、
送
炭
手
段
の
炭
田
別
概
況

「北
海
道
鉱
業
概
要
」
「北
海
道
鉱
業
誌
」
に
所
掲
の
各
炭
砿
の
沿
革
お
よ
び
運
搬

方
法
の
記
事
に
拠
り
、
炭
砿
～
鉄
道
最
寄
駅
ま
た
は
積
出
港
間
の
主
た
る
運
搬
手
段

に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
う
ち
主
と
し
て
大

正
七
年

(
「北
海
道
鉱
業
概
要
」
)
と
昭

和
三
年

(
「北
海
道
鉱
業
誌
」
一
九
二
八
年
版

)
と
の
両
時
点
に
お
け
る
炭
田
別
の
集

計
結
果
を
併
示
し
た
の
が
次
の
表
33
で
あ
る
。
上
段
は
大
正
七
年
、
中
段
は
昭
和
三

年
、
下
段
は
増
減

(
△
)
で
あ
る
。

運
搬
手
段
は
区

々
で
あ
る
が
、
大
略
次
の
五
種
九
項
に
区
分
し
た
。

ω
鉄
道
最
寄
駅
近
接
…
…
ω
最
寄
駅
附
近

駅
～
炭
砿
間
の
距
離
が
短

い
と
し
、

そ
の
間
の
運
搬
方
法
が
記
載
せ
ら
れ
て
い
な

い
も
の
。
回
岐
線

-

引
込
線
を
敷

設
す
る
も
の
。
専
用
軌
道
に
小
型
汽
関
車
を
専
用
も
し
く
は
併
用
す
る
も
の
も
こ

れ
に
含
め
た
。

囲
専
用
鉄
道
敷
設

灰
砿
経
営
者
(も
し
く
は
そ
の
関
係
会
社
)が
運
炭
を
主
た
る

目
的
と
し
て
相
当
距
離
以
上
の
専
用
私
設
鉄
道
を
敷
設
し
て
い
る
も
の
。

⑥
山
河
搬
送
の
特
殊
手
段
…
…
↑り
高
架
索
道
1
1
山

越
え
、
河
川
の
対
岸
搬
送
な
ど

が
あ
る
。
回
自
動
車
。
㈲
船

-i
河

川
航
送
、
河
川
横
断
な
ど
河
川
を
主
と
す
る

が
、
港
湾
沿
岸
航
送
も
あ
る
。

傾
馬
利
用
…
…
eO
馬
鉄

軌
道
を
敷
設
し
馬
が
牽
引
す
る
方
法
で
、
馬
鉄
、
馬
搬

軌
道
等
と
記
載
す
る
も
の
。
回
馬
1

-里
道
を
馬
車
運
搬
す
る
も
の
。

樹
附
近
販
売
限
り
ー
-
送
炭
設
備
お
よ
び
前

記
諸
方
法
を
と
ら
ず
、
附
近
か
ら
馬
櫨

で
来
坑
す
る
購
求
者

に
販
売
す
る
の
み
の
も
の
。

な
お
、
茅
沼
炭
砿
は
炭
車
自
転
軌
道
を
使
用
し
て
い
る
が
、
便
宜
上
右
の
④
の
eり

馬
鉄

に
O
を
附
し
て
表
示
し
た
。

表
に
お

い
て
、

▲
は
大
正
七
年
以
前
に
採
用
し
て
い
た
旨
記
載
の
も
の
を
参
考
に

掲
記
し
た
に
止
ま
り
、
差
引
増
減

に
は
加
算
し
て
い
な
い
。
ま
た
合
計
は
炭
砿
数
で

あ
る
。
各
手
段
の
合
計
が
こ
れ
よ
り
多

い
の
は
、
二
以
上
の
手
段
を
併
用
中
継
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
に
よ
る
。
釧
路
炭
田
に

つ
い
て
は
、
別
保
炭
砿
の
主
た
る
送
炭
方

法
二
途
を
そ
の
ま
ま
計
上
し
て
い
る
な
ど
に
よ
り
炭
砿
実
数
よ
り
各
手
段
合
計
数
が

甚
だ
多
く
な

っ
て
い
る
。

国
鉄
沿
線
か
ら
少
か
ら
ず
離
れ
た
地
に
お

い
て
小
規
模
に
開
採
し
未
だ
国
鉄
最
寄

駅
ま
で
の
送
炭
手
段
を
設
け
て
い
な

い
か
、
若
し
く
は
そ
れ
を
必
須
と
し
な
い
段
階

の
新
開
発
炭
砿
を
も
含
め
て
昭
和
三
年
は
大
正
七
年
に
比
し

一
五
砿
の
増
加
で
あ
る

が
、
右
の

"附
近
販
売
限
"
区
分
に
該
当
す
る
六
砿
を
除
く
と
九
砿
の
増
で
あ
る
。

前
掲
表
は
炭
砿
の
開
休
、
合
併
な
ど
は
顧
慮
し
な
か

っ
た
の
で
送
炭
手
段
の
改
善
、

変
化
の
程
度
を
厳
密

に
示
す
も
の
で
は
な

い
が
、
趨
勢
は
表
わ
し
て

い
る
。
舟
運
が

減
少
し
て
鉄
道
最
寄
駅
近
接
が
増
加
し
、
高
架
索
道
や
自
動
車
の
利
用
を
も
加
え
て
、

手
段
の
近
代
化
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。

表
33
に
見
る
概
勢
を
、
大
正
七
年
に
比
し
て
昭
和
三
年
に
増
加
の
顕
著
な
手
段
を

◎
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
○
、
逆
に
減
少
し
た
も
の
を
●
の
記
号
に
よ
り
単
純
化

す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
(表
34
)。

概
括
的
に
い
っ
て
、
夕
張
炭
田
は
送
炭
手
段
の
近
代
化
が
進
ん
で

い
る
。
他
に
比

し
て
鉄
道
密
度
も
高

い
と
い
っ
て
よ

い
か
ら
、
新
規
開
坑
も
鉄
道
駅
近
接
が
多
く
な

る
公
算
が
大
き
い
。
空
知
炭
田
は
夕
張
炭
田
よ
り
鉄
道
密
度
が
や
や
劣
る
が
、
送
炭

手
段
の
近
代
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
馬
匹
運
搬
が
減
じ
、
山
間
輸
送
に
自
動
車
が

登
場
し
て
い
る
。
釧
路
炭
田
は
新
規
開
坑

・
再
開
発
炭
砿
に
お
い
て
専
用
鉄
道
、
軽

便
鉄
道
の
敷
設

(雄
別
、
尺
別
な
ど
)
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
別
保
炭
砿
の
合
併

に
よ
り
舟
運
が
減
じ
て
総
体
的
に
近
代
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
他
の
炭
田
に
お

い
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表34送 炭手段の増減要略表

馬 利 用山 河 搬 送
一一一一「 一一一 一 一 一一一 一 一†一一一　 一一 『 一 一 一

馬

専 用
鉄 道

1鋒道劉

十
一

…

合 計'

夕 張I
F

空 知

釧 路 旨

その他1
1

 

て
は
、
茅
沼
炭
田
は
二
炭
砿
中

一
砿
の
休
山
、
留
萌
炭
田
の
大
和
田
炭
砿
の
休
山
、

天
塩
炭
砿

(小
型
機
関
車
使
用
)
休
山
な
ど
、
お
よ
び
天
北
炭
田
に
小
炭
砿
の
新
起

が
あ

っ
て
変
動
が
著
し
く
、
手
段
の
近
代
化

よ
り
も

"附
近
販
売
限
"
と
い
う
原
初

的
な
形
態
が
増
加
し
た
結
果
に
な

っ
て

い
る
。

送
炭
手
段
近
代
化
の
事
例
を
参
考
と
し
て
左
に
例
示
し
て
お
こ
う
。

A
、
舟
運
の
廃
止

馬
鉄
も
し
く
は
高
架
索
道
設
置
。

豊
田
炭
砿
…
…
対
岸
の
貯
炭
場

へ
の
河
川
横
断
搬
送
を
大
正
十

一
年
に
舟
か
ら
高

架
索
道
に
変
更
。

太
平
洋
別
保
炭
砿
…
…
昆
布
森
炭
砿
は
馬
鉄

で
別
保
炭
砿
ま
で
搬
送
し
、
別
保
炭

砿
は
釧
路
川
を
発
動
機
船
で
川
舟
を
曳
航
し
た
。
三
井
釧
路
炭
砿
は
別
保
川
分

岐
点
ま
で
馬
鉄
で
搬
送
し
て
釧
路
川
を
川
舟
で
下
る
か
、
も
し
く
は
上
別
保
駅

ま
で
軽
便
軌
道
に
よ
る
か
し
た
。
大
正
九
年
に
太
平
洋
炭
砿
別
保
炭
砿
と
し
て

併
合
し
て
か
ら
は
舟
運
を
廃
し
て
馬
鉄

一
本
と
し
た
。

B
、
高
架
索
道
を
廃
止

-
-
ー
鉄
道
駅
近
接
。

万
字
炭
砿
…
…
高
架
索
道
で
夕
張
炭
砿

へ
搬
送
し
て
い
た
が
、
大
正
三
年

に
万
字

線
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
り
高
架
索
道
は
不
要
と
な

っ
た
。

C
、
馬
匹
運
搬
を
廃
止

-
-
-専

用
鉄
道
敷
設
、
も
し
く
は
自
動
車
輸
送
。

大
夕
張
、
登
川
両
炭
砿
…
…
前
者
は
明
治
四
三
年

に
、
後
者
は
同
四
四
年

に
専
用

鉄
道
を
敷
設
し
て
、
馬
匹
運
搬
を
廃
止
し
た
。

三
井
美
唄
炭
砿
…
…
沼
貝
炭
砿
は
撰
炭
場
～
積
込
場
間
を

エ
ン
ド
レ
ス
に
よ
り
、

積
込
場
～
美
唄
駅
間
は
引
込
岐
線
に
よ

っ
た
。
日
石
光
珠
炭
砿
は
馬
匹
運
搬
に

よ

っ
て
い
た
が
、
沼
貝
炭
砿
を
買
収
し
て
沼
貝
の
送
炭

エ
ン
ド
レ
ス
に
エ
ン
ド

レ
ス
を
連
接
し
た
。
昭
和
三
年

に
三
井
鉱
山
が
日
本
石
油
と
共
同
組
合
を
協
定

し
て
経
営
を
引
受
け
る
と
と
も
に
、
奥
沢
坑

(旧
沼
貝
炭
砿
)
～
積
込
場
間
は

自
動
車
を
採
用
し
、
落
合
坑
(光
珠
炭
砿
)

奥
沢
坑
間
は

エ
ン
ド
レ
ス
に
よ

っ
た
。
(自
動
車
利
用
は

「北
海
道
鉱
業
誌
」

一
九
二
八
年
版
第
十
七
表

「道
内

各
砿
交
通

一
覧
表
」
に
よ
る
)。

D
、
小
型
機
関
車
を
添
加
。

美
流
渡
炭
砿
…
…
馬
鉄

に
よ

っ
て
い
た
が
、
昭
和
三
年

に
は
小
型
機
関
車
を
設
備

し
て
こ
れ
も
使
用
し
た
。

附
、
鉄
道
線
新
設
に
よ
る
簡
便
化
。

夕
張
、
新
夕
張
、
若
鍋
諸
炭
砿
…
…
大
正
十
五
年
に
新
夕
張
～
栗
山
間
に
夕
張
鉄

道
が
開
通
し
て
、
室
蘭
よ
り
も
小
樽

の
方
が
や
や
短
距
離
と
な

っ
た
。
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春
採
炭
砿
…
…
釧
路
臨
港
鉄
道
が
開
通
し

て
簡
便
化
し
た
。

な
お
、
舟
運
に
関
し
て
は
第
五
節
で
ふ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

(昭
四
九

・
一
〇

・
四
)

附

言

本
節
の
み
思

い
の
ほ
か
遅
れ
て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
日
立
か
ら
現
居

へ
移
転
の
際

附
図

・
附
表
の
下
稿
や
素
材
等
を

い
ず
れ

か
の
梱
包
へ
混
入
し
、
整
理
も
ま
ま
な

ら
な

い
積
梱

の
現
状
、
ま
た
小
生
の
事
情

も
あ

っ
て
、

つ
い
つ
い
遷
延
に
ま
か
せ

て
来
て
、
編
集
関
係

の
方
々
に
御
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。

一
部
の
図
表
不
足
の
ま

ま
や

っ
と
浄
書
し
て
み
て
、
ど
う
に
も
粗
雑
で
今
更
す
ぐ
れ
た
本
誌
面
を
汚
す
の

は
痛

い
思

い
で
す
。

こ
れ
で
終
了
と
な
る

の
で
御
海
容
下
さ
い
。

(昭
五
九

・
六

・
二
三
)
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